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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

32
（−2）

16
（+2）

7
（−2）

2
（+2）

57
（±0）

交通事故死者数（人）

3月31日現在 4月25日現在

736
（−109）

962
（−107）

全国の死亡
事故件数

722
（−99）

平成31年3月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【ビジネスモデルの大きな転換期】／タイヤ
ケアホントの話【「10年間で14万件増」という厳しい現実】…３面／食の新旧街道を行く

【「卵の道①」袋井のたまごふわふわ】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,972 100.1%

一　般 ― 100.2%
宅配便（千個） 306,194 99.8%

輸送統計
平成31年2月分
▶国土交通省調べ

全ト協会員専用ページのパスワード  〜5/14　2981、5/15〜6/14　6698
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身
近
な
休
憩
施
設
で
体
調
管
理
　

平
成
30
年
度
の
実
績
で

は
︑
Ｔ
Ｓ
は
１
年
間
で
約
２

０
７
万
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
︑

ま
た
利
用
者
数
で
は
１
１
８

万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
に
は
︑
長
距
離
運
行
の

疲
れ
を
癒
す
浴
場
︑
休
憩
ス

ペ
ー
ス
や
宿
泊
施
設
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
敷
地

内
に
は
大
型
車
を
駐
車
す
る

こ
と
の
で
き
る
広
い
駐
車
場

も
完
備
さ
れ
て
お
り
︑
24
時

間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ
や
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
用
意
さ

れ
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
が
安
心
し
て
休
憩
で

き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
一
部
の
Ｔ
Ｓ
に
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
給

油
所
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
全
国
各
地
の
Ｔ

Ｓ
の
食
堂
で
は
︑
地
元
食
材

を
豊
富
に
使
用
し
た
地
域
色

豊
か
な
食
事
も
提
供
し
て
お

り
︑
休
憩
と
併
せ
て
こ
れ
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
︒

　

最
近
の
傾
向
で
は
︑
女
性

用
の
シ
ャ
ワ
ー
を
整
備
し
て
︑

最
近
増
え
つ
つ
あ
る
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
（
ト
ラ
ガ
ー
ル
）

へ
の
配
慮
も
進
ん
で
い
ま
す
︒

　

適
切
に
休
息
を
取
り
︑
過

労
運
転
を
防
ぐ
た
め
に
は
︑

Ｔ
Ｓ
で
休
息
を
十
分
に
取

り
︑
疲
労
や
眠
気
の
な
い
状

態
で
安
全
運
行
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
有
効
で
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

様
の
Ｔ
Ｓ
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

で
は
６
月
よ
り
︑﹁
Ｔ
Ｓ
﹂
に

関
す
る
連
続
企
画
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
︒
Ｔ
Ｓ
利
用
の

際
に
︑
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ

さ
い
︒

　

近
年
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
労
運

転
や
睡
眠
不
足
︑
ま
た
健
康
起
因
な
ど

に
よ
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
︒
こ
う

し
た
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
日
頃
か

ら
の
体
調
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑

乗
務
中
に
も
適
切
に
休
息
を
取
り
︑
疲
労

や
眠
気
を
防
ぐ
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
距
離
運
行
時
な
ど
に

お
け
る
安
全
運
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施

設
と
し
て
︑ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｓ
）を
全
国
28
か
所
に
展
開
し
て
い
ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
を
活
用
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
長
時
間
労
働
抑
制
や
過
労
運
転
防
止

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
︒

名称 所在地 電話番号 駐車台数
❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74
� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70
� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 48
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

❾大宮

�新潟

�奈良・針

❺仙台

�金沢

�大阪 �鳥栖

�名古屋

❷苫小牧❶札幌

❻白河の関

�浜松

�尾道

�彦根

❽矢板 �東神

�北九州 �大分

�亀山

❼茨城

全国28か所のTS活用を

ドライバーの安全運行をサポート
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
最
初
に
お
さ
ら
い
を

し
て
お
き
ま
す
と
︑
使
用
者
は
︑
労

働
者
に
時
間
外
・
休
日
労
働
を
さ
せ

る
場
合
︑
職
場
の
過
半
数
労
働
組
合

Ａ�

経
過
措
置
に
よ
り
協
定
初

日
か
ら
１
年
間
の
み
有
効

　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
る
改

正
労
働
基
準
法
で
は
、
36
協
定
の

締
結
事
項
に
、
新
し
く
﹁
対
象
期

間
﹂
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

従
来
の
﹁
有
効
期
間
﹂
と
の
違
い

は
何
で
す
か
。
ま
た
、
弊
社
は
中

小
企
業
の
た
め
、
新
し
い
36
協
定

の
適
用
は
来
年
4
月
か
ら
に
な
る

の
で
す
が
、
仮
に
そ
の
前
に
、
旧

36
条
の
延
長
限
度
時
間
等
の
ま
ま

の
内
容
で
、
有
効
期
間
を
３
年
間

と
し
て
協
定
を
届
け
出
た
場
合

は
、
来
年
４
月
を
過
ぎ
て
も
３
年

間
は
そ
の
協
定
が
有
効
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
か
。  第180回 

有効期間が３年なら改
正法の適用後も有効か

ま
た
は
労
働
者
代
表
と
い
わ
ゆ
る
36

協
定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
そ
し
て
︑
こ
の
協
定
の
締
結
事

項
の
一
つ
に
︑
改
正
前
の
労
基
法
で
は
︑

労
働
協
約
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
︑

協
定
の
有
効
期
間
を
定
め
る
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
旧

労
基
法
施
行
規
則
第
16
条
第
２
項
）︒

他
方
︑
今
回
の
改
正
労
基
法
で
は
︑

こ
の
有
効
期
間
の
ほ
か
に
︑
さ
ら
に
１

年
間
の
対
象
期
間
を
定
め
る
こ
と
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
（
改
正
労
基
法
第

36
条
第
２
項
第
２
号
）︒

　

そ
こ
で
︑
こ
の
有
効
期
間
と
対
象

期
間
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ま
ず
︑
有
効
期
間
の
内
容
は
基
本
的

に
は
改
正
前
と
変
わ
ら
ず
︑
当
該
協

定
が
効
力
を
有
す
る
期
間
で
あ
り
︑

対
象
期
間
と
違
っ
て
期
間
の
限
度
は

特
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
と
は
い

え
︑
厚
生
労
働
省
の
行
政
通
達
（
平

成
30
年
12
月
︑基
発
１
２
２
８
第
15
号
）

に
よ
る
と
︑﹁
対
象
期
間
が
１
年
間
に

限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
有
効
期
間
は

最
も
短
い
場
合
で
も
原
則
と
し
て
１

年
間
と
な
る
﹂
と
し
た
上
で
︑﹁
時
間

外
・
休
日
労
働
協
定
に
つ
い
て
定
期

的
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
﹂

こ
と
な
ど
を
理
由
に
︑
対
象
期
間
と

同
様
︑﹁
有
効
期
間
は
１
年
間
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
と
い
う
考
え
方

を
示
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
に
対
し
て
︑対
象
期
間
の
方
は
︑

36
条
の
規
定
に
よ
り
労
働
時
間
を
延

長
し
︑
ま
た
は
休
日
の
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
あ
り
︑

１
年
間
を
限
度
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
新
労
基
法
施
行
規
則
第

17
条
第
１
項
第
２
号
に
よ
り
︑
こ
の
１

年
に
つ
い
て
の
起
算
日
を
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
︑
こ
れ
に
よ
り
︑
対
象
期
間
が

﹁
特
定
さ
れ
る
﹂
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
有
効
期
間
と
対
象
期

間
の
関
係
に
つ
い
て
︑
前
記
行
政
通

達
は
︑﹁
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定

に
お
い
て
１
年
間
を
超
え
る
有
効
期

間
を
定
め
た
場
合
の
対
象
期
間
は
︑

当
該
有
効
期
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
︑

当
該
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
で
定

め
る
対
象
期
間
の
起
算
日
か
ら
１
年

ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
と
な
る
﹂

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

そ
れ
で
は
最
後
に
︑
ご
質
問
後
段
の

﹁
来
年
４
月
の
適
用
前
に
旧
36
条
の

内
容
で
協
定
を
締
結
し
︑
有
効
期
間

を
３
年
と
し
て
届
け
た
場
合
に
︑
そ

の
協
定
が
３
年
間
有
効
と
さ
れ
る
か

ど
う
か
﹂と
い
う
点
に
お
答
え
し
ま
す
︒

こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
働
き
方
改
革
関
連

法
の
附
則
第
２
・
３
条
で
︑
中
小
事

業
主
に
関
す
る
経
過
措
置
と
し
て

﹁（
平
成
32
年
）
3
月
31
日
を
含
む

期
間
を
定
め
て
い
る
（
時
間
外
・
休

日
労
働
）
協
定
に
つ
い
て
は
︑
当
該

協
定
に
定
め
る
期
間
の
初
日
か
ら
起

算
し
て
1
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
に
つ
い
て
は
︑
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
﹂
と
し
て
い
ま
す
の
で
︑
あ
く
ま
で

も
有
効
期
間
は
︑
協
定
の
初
日
か
ら

１
年
間
ま
で
で
あ
り
︑
そ
の
後
は
無
効

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

　あなたは高速道路の上り坂にさしかかりました。前方を観光
バスが走行しています。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 111回〕「高速道路の上り坂走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～追越し・追抜き編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		交差点とその手前から30メートル以内の場所（優先道路を走行して
いる場合を除く）は、他の車両（軽車両を除く）の追越しが禁止さ
れている。（	○・×	）

❷		勾配の急な下り坂や上り坂は追越しが禁止されている。（	○・×	）

❸		横断歩道等及びその手前の側端から前に30メートル以内の場所は、
他の車両（軽車両を除く）の追抜きが禁止されている。（	○・×	）

❹		後ろの車が自車を追い越そうとしているときは、追越しをしてはな
らない。（	○・×	）

❺		前車がその前を進行している原動機付自転車を追い越そうとしてい
るときは、その前車を追い越してはならない。（	○・×	）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
４
月
21
日
︑
平
成
30
年
７

月
豪
雨
の
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
保
護
者
（
広
島

県
呉
市
か
ら
84
人
︑
岡
山
県

倉
敷
市
か
ら
95
人
︑
愛
媛
県

宇
和
島
市
・
大
洲
市
・
西
予

市
か
ら
95
人
の
合
計
２
７
４

人
）
を
︑マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

（
広
島
県
広
島
市
）
で
行
わ

れ
た
プ
ロ
野
球
セ
ン
ト
ラ
ル

リ
ー
グ
﹁
広
島
東
洋
カ
ー
プ

対
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ

ー
ズ
﹂公
式
戦
に
招
待
し
た
︒

　

同
災
害
の
被
災
者
支
援
と

し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
事
業

は
︑
全
国
の
青
年
経
営
者
か

ら
の
義
援
金
に
よ
っ
て
実
現

し
た
も
の
︒
当
日
は
︑
11
時

か
ら
広
島
市
文
化
交
流
会
館

で
歓
迎
会
を
開
催
し
た
︒
冒

頭
︑
結
城
賢
進
青
年
部
会
長

は
﹁
昨
年
リ
ー
グ
優
勝
を
果

た
し
た
地
元
球
団
・
広
島
カ

ー
プ
の
試
合
を
観
て
元
気
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒
皆

様
の
元
気
が
我
々
の
元
気
に

繋
が
る
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
︑

須
藤
弘
三
全
ト
協
副
会
長

（
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
体
験
を
踏
ま
え
た
あ
い
さ

つ
で
︑
子
ど
も
た
ち
を
激
励

し
た
︒

　

続
い
て
︑
参
加
者
代
表
の

小
池
勝ま

さ
る

さ
ん
（
岡
山
県
倉
敷

平
成
31
年
度
「
新
規
採
用

　

 　
職
員
研
修
」
を
実
施

19
道
府
県
か
ら
28
人
参
加

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

４
月
16
日
㈫
～
19
日
㈮
の
４

日
間
︑
平
成
31
年
度
新
規
採

用
職
員
研
修
を
実
施
し
た
︒

　

今
年
度
で
５
回
目
の
開
催

と
な
る
同
研
修
は
︑
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
新
規
採

用
職
員
を
対
象
と
し
て
行
わ

市
真
備
町
）
が
登
壇
し
︑﹁
ま

だ
満
足
な
生
活
が
で
き
て
い

な
い
人
も
こ
の
中
に
い
る
と

思
い
ま
す
が
︑
今
日
一
日
皆

さ
ん
が
楽
し
め
た
ら
な
と
思

い
ま
す
︒
今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
﹂
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
︒

　

歓
迎
会
後
は
︑
13
時
半
の

試
合
開
始
に
あ
わ
せ
て
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
移
動
︒
ラ

イ
ト
側
外
野
席
で
試
合
を
観

れ
る
も
の
で
︑
今
年
度
は
19

の
道
府
県
ト
協
か
ら
28
人
の

戦
し
た
子
ど
も
た
ち
は
︑
選

手
た
ち
の
熱
い
プ
レ
ー
に
対

し
て
拍
手
や
声
援
を
送
る
な

ど
︑
試
合
を
大
い
に
楽
し
ん

だ
︒

　

ま
た
︑
５
回
表
終
了
後
︑

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
お
よ
び
大

型
ビ
ジ
ョ
ン
で
全
ト
協
青
年

部
会
の
被
災
者
支
援
招
待
企

画
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
︑

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
参
加
者
の
姿

が
映
し
出
さ
れ
た
︒

新
規
採
用
職
員
が
参
加
し
た
︒

　

16
日
の
開
講
式
で
は
︑
山

崎
薫
全
ト
協
常
務
理
事
に
よ

る
あ
い
さ
つ
の
後
︑
参
加
者

全
員
が
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
︒

　

研
修
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
基
礎
知
識
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
︑
ク
レ
ー
ム
対

応
や
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
つ
い

て
の
講
演
︑
全
ト
協
の
各
事

業
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
に
よ
る
座
学
の
ほ

か
︑羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
（
東

京
都
大
田
区
）
や
物
流
博
物

館（
東
京
都
港
区
）の
視
察
︑

全
ト
協
役
職
員
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
も
実
施
し
た
︒

　

最
終
日
に
は
︑
研
修
の
総

括
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
た
後
︑修
了
式
を
開
催
し
︑

４
日
間
に
わ
た
る
研
修
を
締

め
く
く
っ
た
︒

２
０
１
９
年
度　
　
　
　

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
点
検
整
備
推
進
運
動
」

　
　
　

 

実
施
要
領
を
発
表

不
正
改
造
防
止
、確
実
な
点

検
整
備
実
施
の
徹
底
図
る

　

１
年
を
通
じ
て
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
お
け
る
点
検

整
備
推
進
運
動
﹂
を
実
施
し

て
い
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
︑
９
月
１
日
㈰
か
ら

９
月
30
日
㈪
の
１
か
月
間
を

全
国
統
一
の
﹁
自
動
車
点
検

整
備
推
進
運
動
強
化
月
間
﹂

と
定
め
︑
ま
た
︑
地
域
事
情

に
応
じ
て
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
独
自
に
強
化
月

間
を
設
定
す
る
︑﹁
地
方
独

自
強
化
月
間
﹂
を
設
け
て
同

運
動
を
展
開
す
る
︒

　

昨
年
10
月
１
日
に
は
︑
車

両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
ト
ラ

ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
等
が
新

た
に
３
か
月
ご
と
の
定
期
点

検
項
目
に
追
加
さ
れ
る
な

ど
︑
不
正
改
造
の
防
止
と
と

も
に
︑
確
実
な
点
検
整
備
実

施
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
自
動
車
に
関
す
る
適
切

な
点
検
・
整
備
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
の
啓
発
（
表 

重
点

点
検
項
目
）
②
黒
煙
濃
度
に

影
響
を
及
ぼ
す
部
品
等
の
自

主
点
検
・
整
備
の
実
施
に
関

す
る
啓
発
③
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
黒
煙

除
去
フ
ィ
ル
タ
）
等
の
後
処

理
装
置
付
き
車
の
正
し
い
使

用
方
法
に
関
す
る
啓
発
︱
︱

の
３
つ
を
重
点
実
施
項
目
と

し
て
︑
全
国
的
に
運
動
を
展

開
す
る
︒

　

な
お
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

を
50
台
以
上
か
つ
︑
大
型
自

動
車
（
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
）
を
保
有
す
る
事
業
者
に

お
い
て
は
︑
別
途
︑
重
点
点

検
期
間
中
（
９
月
～
11
月
）

に
定
期
点
検
を
行
う
大
型
自

動
車
に
つ
い
て
︑﹁
重
点
点
検

項
目
﹂
の
点
検
結
果
を
各
運

輸
支
局
等
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

「
賃
金
・
労
働
時
間
の　

　

 

実
態
」
を
取
り
ま
と
め

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
携
わ
る
従
業
員
の
賃

金
や
労
働
時
間
︑
福
利
厚
生

等
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
を
﹁
２
０
１
８
年
度

版
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃

金
・
労
働
時
間
等
の
実
態
﹂

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
︒

　
﹁
概
要
版
抜
粋
﹂
と
﹁
概

要
版
（
会
員
専
用
）﹂
を
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
︑
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

星
野
前
会
長
「
叙
勲
を　

　
　
　
祝
う
会
」
を
開
催

昨
年
秋
に
旭
日
重
光
章
を

受
章

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
前

会
長
の
星
野
良
三
氏
（
多
摩

運
送
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

が
平
成
30
年
秋
に
旭
日
重
光

章
を
受
章
し
た
の
を
記
念

し
︑
４
月
25
日
に
帝
国
ホ
テ

ル
東
京（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
て
﹁
星
野
良
三
氏　

叙
勲

を
祝
う
会
﹂が
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
発
起
人
代
表
と
し

て
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
が

あ
い
さ
つ
︒
来
賓
と
し
て
︑

中
川
誠
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
㈱

代
表
取
締
役
社
長
と
奥
田
哲

也
国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
ほ
か
︑

発
起
人
と
し
て
︑
細
田
博
之

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
議
員
連
盟
会
長
︑
北
側

一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題

議
員
懇
話
会
会
長
︑
佐
藤
浩

二
立
川
商
工
会
議
所
会
頭
が

あ
い
さ
つ
︒
星
野
前
会
長
と

親
交
の
深
い
国
会
議
員
に
よ

る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
後
︑

発
起
人
で
あ
る
元
東
京
都
知

事
の
石
原
慎
太
郎
氏
が
乾
杯

を
執
り
行
っ
た
︒

　

会
場
に
は
︑
多
数
の
運
送

業
界
関
係
者
な
ど
が
参
集
︒

星
野
前
会
長
の
旭
日
重
光
章

受
章
を
盛
大
に
祝
っ
た
︒

（
５
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

▽
５
月
９
日

・
第
１
回
総
務
委
員
会

▽
５
月
16
日

・
第
45
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
５
月
24
日

・
第
７
回
税
制
委
員
会

▽
５
月
29
日

・
第
14
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高

圧
ガ
ス
部
会

休
憩
室
の
営
業
時
間
を
短
縮

白
河
の
関
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

白
河
の
関
Ｔ
Ｓ
は
︑
５
月

10
日
㈮
の
休
憩
室
の
営
業
時

間
を
９
時
～
12
時
に
短
縮
す

る
︒

　

な
お
︑
休
憩
室
の
施
錠
に

伴
い
︑
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
が
使
用
不

可
と
な
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

参加者たちを激励する須藤全ト協副会長

歓迎会であいさつを行う結城青年部会長

子どもたちはカンフーバットを手に選手たちへ声
援を送った

球場内の大型ビジョンに映る参加者たち

表 重点点検項目（①関係）
点検時期

点検箇所
3 か月点検 12 か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

走行装置 ホイール
タイヤの状態 同左

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの緩み

ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

制動装置 ホースおよび
パイプ

漏れ、損傷および
取付状態 同左

︻
お
こ
と
わ
り
︼
５
月
15
日
号
は
︑
編

集
上
の
都
合
に
よ
り
５
月
20
日
号
と

し
て
発
行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

平成31年度新規採用職員研修開講式（4月16
日、全ト協）

大勢の出席者に対し感謝の意を述べる星野前会
長㊧。隣は美恵子夫人

星野前会長と親交の深い国会議員や運送業界
関係者などが多数出席した

親
子
２
７
４
人
を　
　
　
　
　

　
広
島
―
横
浜
公
式
戦
へ
招
待

青
年
部
会
〜
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

被
災
者
支
援
事
業
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
︑
４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
10
連
休
と
い
う
会
社
も
あ
る
︒

製
造
業
な
ど
は
連
休
が
取
り
や
す

い
が
︑
流
通
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
は
︑
な
か
な
か
連
休
が
取
れ
な

い
︒
ま
た
︑
こ
の
大
型
連
休
で
恩

恵
を
受
け
る
業
種
も
あ
れ
ば
︑
反

対
に
迷
惑
を
被
る
と
い
う
業
種
も

あ
る
︒
同
じ
運
輸
業
で
も
︑
旅
行

客
が
増
加
す
る
旅
客
輸
送
は
忙
し

い
が
稼
ぎ
時
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対

し
て
貨
物
輸
送
は
︑
業
界
全
体
と

し
て
み
る
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が

大
き
い
だ
ろ
う
︒

　

荷
主
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の

は
業
界
の
宿
命
で
あ
る
︒
主
な
取

引
先
が
製
造
業
で
あ
れ
ば
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
も
10
連
休
が
あ

り
得
る
︒
だ
が
そ
の
場
合
で
も
︑

連
休
前
や
連
休
明
け
に
荷
物
が
集

中
す
る
の
で
対
応
が
大
変
に
な
る
︒

一
方
︑
荷
主
が
飲
食
業

や
小
売
業
な
ど
の
場
合

に
は
︑
連
休
中
で
も
食

材
や
商
品
を
供
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
だ

が
︑
連
休
中
は
自
家
用

車
も
増
え
る
の
で
道
路

が
混
雑
し
︑
通
常
よ
り

も
配
送
に
時
間
が
か
か

る
︒
こ
の
よ
う
に
連
休

中
も
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
︑
き
ち
ん
と
代
休
が
取
れ

る
よ
う
な
経
営
に
し
て
い
く
努

力
が
必
要
で
あ
る
︒

　

こ
の
大
型
連
休
を
前
に
︑
大

型
車
に
よ
る
長
距
離
幹
線
輸
送

を
行
っ
て
い
た
中
堅
事
業
者
の

事
業
許
可
取
り

消
し
処
分
が
発

表
さ
れ
た
︒
同

社
は
３
年
前
の

12
月
か
ら
昨
年

12
月
ま
で
の
間

に
︑
行
政
処
分

を
３
回
受
け
︑

書
類
送
検
も
２

回
さ
れ
て
い
た
︒

特
に
︑
昨
年
７

月
の
行
政
処
分

は
︑
30
日
間
の

事
業
停
止
と
50

日
間
の
車
両
使

用
停
止
と
い
う

も
の
だ
っ
た
︒

ま
た
︑
一
昨
年

５
月
の
書
類
送
検
で
は
︑
１
か

月
に
最
大
２
４
６
時
間
の
時
間

外
労
働
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
︒

残
業
時
間
だ
け
で
も
︑
所
定
労

働
時
間
の
約
１
・
５
倍
で
あ
る
︒

同
社
は
大
型
車
に
よ
る
長
距
離

幹
線
輸
送
を
下
請
け
で
行
っ
て

い
た
が
︑
結
局
は
現
場
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
し
わ
寄
せ
す
る
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
い
ま
︑

こ
の
よ
う
な
経
営
構
造
を
見
直
す

時
期
に
き
て
い
る
︒

　

周
知
の
よ
う
に
︑
大
手
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
各
社
で
は
24
時

間
営
業
の
見
直
し
に
迫
ら
れ
て
い

る
︒
労
働
力
の
確
保
が
難
し
く
な

り
︑
深
夜
か
ら
早
朝
の
時
間
帯
の

開
店
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
︒
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
根
幹
の
見
直
し
だ
︒
必
然
的

に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
（
本
部
）

と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
（
店
舗
）

間
の
契
約
内
容
に
も
関
連
し
て
く

る
︒
ま
た
︑
出
版
業
界
で
は
︑
４

月
か
ら
一
部
の
地
域
で
雑
誌
の
発

売
日
を
遅
ら
せ
た
︒
こ
の
よ
う
に

様
々
な
業
界
で
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
︒

　

構
造
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
運
送
業
界
も
例
外
で

は
な
い
︒
一
つ
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

犠
牲
で
成
り
立
っ
て
い
る
過
剰
サ

ー
ビ
ス
と
利
用
者
と
の
関
係
︒
も

う
一
つ
は
︑
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
の

提
供
者
で
あ
る
元
請
け
事
業
者

と
︑
そ
れ
を
支
え
て
い
る
下
請
け

事
業
者
の
関
係
の
再
検
討
だ
︒
業

界
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
と
言
え
よ
う
︒
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ビジネスモデルの大きな転換期

　

最
近
の
乗
用

車
に
は
︑
パ
ン

ク
し
た
と
き
に

装
着
す
る
応
急

用
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
積
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
︒
以
前
な
ら
︑ト
ラ
ン
ク
を
開
け
る
と
﹁
黄

色
い
ホ
イ
ー
ル
が
組
ま
れ
た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
﹂

が
必
ず
あ
り
ま
し
た
が
︑
今
は
﹁
ボ
ト
ル
タ

イ
プ
の
パ
ン
ク
穴
修
復
液
﹂
が
備
え
つ
け
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
側
面
を
縁
石
な
ど
で
切
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
︑
一
瞬
で
タ
イ
ヤ
の
空
気
が
な
く

な
り
ま
す
︒
パ
ン
ク
穴
修
復
液
は
︑
タ
イ
ヤ

の
接
地
面
に
刺
さ
っ
た
釘
穴
レ
ベ
ル
の
傷
を
液

体
で
塞
ぐ
も
の
で
す
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
側
面
の
カ

ッ
ト
傷
に
は
使
え
ま
せ
ん
︒
つ
ま
り
︑
タ
イ
ヤ

ん
︒
た
と
え
タ

イ
ヤ
の
プ
ロ
で

あ
っ
て
も
そ
の

場
で
は
な
す
す
べ
が
な
い
の
で
︑
そ
の
と
き
は
Ｊ

Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
の
積
み
重
ね
が
招
い
た
結
果
だ
と
推
察
さ

れ
ま
す
が
︑
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｆ

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
出
動
回
数
は
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
︒

　

最
新
２
０
１
８
年
度
分
の
︿
Ｊ
Ａ
Ｆ
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
救
援
依
頼
内
容
﹀
に
お
け
る
﹁
タ
イ

ヤ
の
パ
ン
ク
︑
バ
ー
ス
ト
︑
エ
ア
ー
圧
不
足
﹂
に

よ
る
出
動
件
数
（
四
輪
）
を
み
る
と
︑﹁
38
・

８
万
件
﹂
で
︑
２
０
０
８
年
が
﹁
24
・
６
万
件
﹂

で
あ
っ
た
の
に
対
し
︑
10
年
間
で
14
万
件
以
上

増
加
し
て
い
ま
す
︒
し
か
も
︑
そ
の
他
の
ト
ラ

ブ
ル
を
含
め
た
全
出
動
回
数
が
２
６
１
万
件
（
２

０
０
８
年
）
か
ら
２
２
９
万
件
（
２
０
１
８
年
）

の
側
面
を
切
っ
た
瞬
間
︑
走
行
不
能
の
状
態
に

陥
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
に
釘
が
刺
さ
り
︑

空
気
が
漏
れ
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
走

行
し
た
場
合
も
同
様
で
す
︒
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

が
適
正
空
気
圧
値
の
50
％
以
下
に
な
る
と
︑
タ

イ
ヤ
の
側
面
が
車
両
の
重
量
で
圧
し
潰
さ
れ
ま

す
︒
も
し
そ
の
ま
ま
走
行
し
て
し
ま
う
と
︑
異

常
な
発
熱
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ
の
側
面
が
裂
け
︑
タ

イ
ヤ
の
中
に
空
気
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
︒
そ
の
と
き
に
な
っ
て
パ
ン
ク
穴
修
理

液
を
注
入
し
て
も
︑
効
果
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
︒

　

こ
う
し
た
理
由
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
に
よ

っ
て
走
行
不
能
に
な
っ
た
場
合
は
︑
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
が
な
い
限
り
︑
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

へ
と
減
少
し
て
い
る
と
い
う
の
に
︑
で
す
︒

　

こ
の
由
々
し
き
状
況
が
続
け
ば
︑
乗
用
車
す

べ
て
に
対
し
︑
タ
イ
ヤ
内
の
空
気
圧
を
監
視
す

る
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
の
装
着

義
務
化
が
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

こ
の
セ
ン
サ
ー
が
あ
れ
ば
︑
パ
ン
ク
に
よ
る
空

気
圧
低
下
が
す
ぐ
に
分
か
る
の

で
︑
大
事
に
至
る
前
に
対
処
で

き
ま
す
︒
た
だ
︑
こ
の
セ
ン
サ
ー

は
高
価
な
上
に
︑
タ
イ
ヤ
交
換
の

作
業
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
で

ケ
ア
が
で
き
る
部
分
で
す
か
ら
︑

や
は
り
そ
こ
は
近
所
の
タ
イ
ヤ
店

を
最
大
限
に
活
用
し
て
︑
タ
イ

ヤ
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
で
ほ

し
い
で
す
︒
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
補

充
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
が
空
気
圧
セ
ン
サ

ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
︑

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
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「『
10
年
間
で
14
万
件
増
』と
い
う
厳
し
い
現
実
」

　
﹁
２
０
１
９
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
が
︑
５
月
11

日
㈯
か
ら
20
日
㈪
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
︒

　

全
国
重
点
は
︑﹁
子
供
と

◇
２
０
１
９
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
実

施
計
画

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
追
突
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
︑

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
及
び
全
ト
協
で
制
作

高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止
﹂︑﹁
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
﹂︑﹁
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
﹂

お
よ
び
﹁
飲

酒
運
転
の
根

絶
﹂︒

　

全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
事
業
用

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事

故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
﹂
等
を
活

用
し
︑
追
突
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
追
突
事

故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

軽
減
に
有
効
な
﹁
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
﹂
搭
載

車
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

⑵
交
差
点
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
～
交
差
点
事
故
撲
滅
キ

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
の
過

半
数
を
追
突
事
故
が
占
め
︑

か
つ
死
亡
事
故
の
約
３
割
が

交
差
点
で
発
生
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
︑﹁
追
突
事
故

の
防
止
﹂︑﹁
交
差
点
事
故
の

防
止
﹂
お
よ
び
﹁
飲
酒
運
転

の
根
絶
﹂
を
最
重
点
推
進
項

目
と
し
て
徹
底
す
る
︒

　

そ
れ
に
伴
い
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
は
ポ
ス
タ

ー
（
写
真
）
を
折
り
込
み
︑

同
運
動
の
効
果
的
な
実
施
を

目
指
す
︒

　

な
お
︑
同
運
動
で
は
︑
５

月
20
日
を
︑
国
民
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
識
向
上
に

よ
っ
て
交
通
事
故
の
発
生
を

抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
︑﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
﹂と
定
め
て
い
る
︒

ッ
ト
～
﹂
を
活
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
展
開
す
る
と
と

も
に
︑
横
断
歩
道
手
前
で
の

最
徐
行
又
は
一
時
停
止
の
励

行
と
︑
左
右
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
安
全
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
さ
せ
︑
交
差
点
左
折
時
の

自
転
車
巻
き
込
み
事
故
及
び

右
折
時
の
横
断
歩
行
者
と
の

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
︒

　

ま
た
︑
交
差
点
等
に
お
け

る
左
折
事
故
防
止
対
策
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ

ラ
装
着
車
両
の
普
及
促
進
を

図
る
︒

⑶
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

酒
気
帯
び
運
転
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
徹
底
す
る
た

め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
︑
運
転
者
に
対

す
る
適
切
な
指
導
監
督
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
た
厳

正
な
点
呼
を
実
施
す
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑷ 

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
の
励
行
︒

⑸ 

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑹ 

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩

道
に
お
い
て
歩
行
者
を
優
先

す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑺ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

事
業
承
継
を
行
う
事
業

者
に
対
し
補
助
を
実
施

中
小
企
業
の
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

　

中
小
企
業
庁
で
は
現
在
︑

平
成
30
年
度
第
２
次
補
正
予

算
事
業
承
継
補
助
金
の
公
募

を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑事
業
承
継
︑

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
５
月
31

日
19
時
ま
で
（
原
則
と
し
て

電
子
申
請
の
み
の
受
付
）︒

同
補
助
金
に
関
す
る
詳
細

は
︑
中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

事
業
再
編
・
事
業
統
合
等
を

き
っ
か
け
と
し
た
︑
中
小
企

業
者
等
に
よ
る
経
営
革
新
や

事
業
転
換
へ
の
挑
戦
を
応
援

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
︒
２
０
１
６
年
４
月
１
日
～

２
０
１
９
年
12
月
31
日
の
間

に
事
業
承
継
（
代
表
者
の
交

代
）
を
行
う
事
業
者
に
対
し

て
︑
新
た
な
取
り
組
み
に
要

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑻
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑽
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑾ 

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
」
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

2 左折巻き込み事故ゼロをめざして 3 飲酒運転の根絶をめざして

全日本トラック協会では、「追突事故の防止」「交差点事故の防止」「飲酒運転の根絶」を
最重点推進項目として安全運行の確保に積極的に取り組みます。

追突死亡事故ゼロをめざして

5月11日　 ～土

20日 月 まで

1

春の全国交通安全運動

※死亡事故件数は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年

死亡事故の 3
左折巻き込み事故ゼロをめざして

死亡事故の 3333 交差点交差点割は割は

追突
68％

追突
68％

進路変更時衝突
13.4％

車両相互（その他）
6.0％

出会い頭衝突
0.1％

左折時衝突
0.3％

右折時衝突
0.1％

後退時衝突
1.2％

追越・追抜時衝突
6.3％

正面衝突
0.2％

 3.5％

人対車両(その他) 0.8％

横断中 0.0％

車両単独

車両相互 95.7％

車両単独 3.5％車両単独 3.5％ 人対車両 0.8％人対車両 0.8％

高速道路事故件数
1,377件
（平成29年）

高速道路事故件数
1,377件
（平成29年）

事業用トラックの高速道路における
事故類型別死傷事故件数の構成率（平成29年）

事業用トラックの高速道路における
事故類型別死傷事故件数の構成率（平成29年）

（平成29年）（平成29年）（平成29年）（平成29年）（平成29年）（平成29年）

車両相互車両相互車両相互 95.795.7％％％

停車中の車両への
  追突が58%
停車中の車両への
  追突が58%

死亡事故件数
270件

（平成29年）

死亡事故件数
2５3件

（平成30年）

125件
49％

125件
49％

80件
32％ 24件

10％
24件
10％

40件
16％
40件
16％ その他その他

追突追突

48件
19％

16件
6％

16件
6％交差点－対歩行者

交差点－対自転車

交差点－その他

事業用トラックの事故に占める追突事故の割合（平成29年）

追 突
37.5％

13.5％

人身事故件数

14,216件
5149

0

50

100

150
（件）
事業用トラックの飲酒運転及び事故件数の推移

120

35

102 100 96 94
112

81

24 32 30 33 2837

飲酒運転件数
飲酒運転うち事故件数

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

出典：（公財）交通事故総合分析センター

全ト協策定「飲酒運転防止対策マニュアル」

http://www.jta.or.jp/yushi_jyosei/jyosei/brake19.html

http://www.jta.or.jp/yushi_jyosei/jyosei/anzen19.html

全ト協助成事業実施中
衝突被害軽減ブレーキ装着車への

8トン未満 の事業用トラックを対象車両総重量

(　　　　　　　　　   )左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上 の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車への

http://www.jta.or.jp/member/pf_kotsuanzen/inshuunten_boushi_1808.pdf

５
月
20
日
㈪
は　
　
　
　
　
　
　

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪



令和元年（2019年）5月1日 （4）第2130号（第3種郵便物認可）

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

所属する都道府県の
地方実施機関へ
その他資料と合わせ、
申請書を提出

り

または

申請書作成システムは申請書が無料で作成できます。 複写式申請書による申請には申請書の実費（1,000円（税込））を収受します。

「申請書作成システム」で作成した申請書による申請【無料】 複写式申請書による申請【申請書実費 1,000 円（税込）】

郵便局に備え付けの払込取扱
票で申請書実費（1,000円
（税込））を振り込み、振替払
込請求書兼受領証を受け取る。

2019年度貨物自動車運送事業安全性評価事業「申請書作成および申請方法」

▼
５
月
７
日
～

申
請
書
類
の
頒
布

▼
４
月
16
日
～

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
頒
布

紙
媒
体
に
よ
る
頒
布

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

窓
口
申
請
受
付
期
間

７
月
１
日
～
７
月
12
日

　

同
事
業
は
︑
荷
主
企
業
や

一
般
消
費
者
が
よ
り
安
全
性

の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
と
と

も
に
︑
事
業
者
全
体
の
安
全

性
向
上
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
の
環
境
整
備
を
図

る
目
的
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
・
認
定
し
︑
公
表
す
る

制
度
︒

　

２
０
０
３
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
︑
２
０
１
８
年
度
ま

で
に
２
万
５
２
２
７
事
業
所

（
全
事
業
所
の
29
・
５
％
）

を
﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂

（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
と
し

て
認
定
し
て
い
る（
表
１
）︒

　

認
定
事
業
所
に
対
し
て

は
︑
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る

と
と
も
に
︑
認
定
マ
ー
ク
や

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
︑
認
定
ワ

ッ
ペ
ン
を
﹁
安
全
性
優
良
事

業
所
﹂
の
証
と
し
て
︑
認
定

有
効
期
間
内
に
限
り
使
用
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
︑
荷
主

企
業
や
一
般
消
費
者
な
ど
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能

Ｐ
）に
て
事
業
所
名
︑住
所
︑

電
話
番
号
が
公
表
さ
れ
て
い

る
ほ
か
︑
掲
載
を
希
望
し
た

一
部
認
定
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
へ

の
リ
ン
ク
お
よ
び
主
な
輸
送

品
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑﹁
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ

ー
ク
）﹂
の
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
︑
引
越
の
実
運
送

　

Ｇ
マ
ー
ク
評
価
制
度
の
評

価
対
象
は
︑
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
と
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
所

（
営
業
所
）︒申
請
資
格
は
︑

申
請
基
準
日
（
２
０
１
９
年

７
月
１
日
）
現
在
で
︑
①
事

業
開
始
（
運
輸
開
始
）
後
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
②

配
置
す
る
事
業
用
自
動
車
の

数
が
５
台
以
上
で
あ
る
こ
と

︱
︱
な
ど
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
︒

　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流

れ
は
図
１
の
通
り
で
あ
る
︒

　

申
請
書
類
は
︑
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
︑

５
月
７
日
よ
り
（
土
・
日
曜

日
︑
祝
日
を
除
く
）︑
当
該

事
業
所
が
所
在
す
る
都
道
府

県
の
地
方
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関
（
都

を
行
う
全
て
の
事
業
所
が
Ｇ

マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
︑
ま
た
は
取
得
に
準
ず
る

審
査
を
受
け
る
こ
と
が
条
件

に
な
っ
て
い
る
︒
引
越
事
業

者
優
良
認
定
を
申
請
予
定
の

Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得
事
業
所

は
︑
早
期
に
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
︑

注
意
さ
れ
た
い
︒

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）
で

入
手
で
き
る
︒

　

ま
た
︑
４
月
16
日
～
７
月

12
日
の
期
間
︑
申
請
書
・
自

認
書
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
作
成
で

き
る
﹁
申
請
書
作
成
シ
ス
テ

ム
﹂
が
運
用
さ
れ
て
い
る
（
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
図
２
に
掲
載
の
通

り
）︒
な
お
︑
同
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
作
成
し
た
申
請
書

に
よ
る
申
請
は
無
料
と
な
る

が
︑
複
写
式
申
請
書
（
手
書

き
記
入
）
に
よ
る
申
請
の
場

合
に
は
︑申
請
書
の
実
費
（
１

０
０
０
円
・
税
込
）
が
必
要

と
な
る
︒

　

申
請
に
際
し
て
は
︑
図
２

の
通
り
︑
必
要
書
類
を
そ
ろ

え
た
上
で
︑
事
業
所
が
所
在

す
る
都
道
府
県
の
地
方
実
施

機
関
（
都
道
府
県
ト
協
）
の

受
付
窓
口
に
７
月
１
日
～
７

月
12
日
（
同
）
の
間
に
申
請

書
類
を
提
出
す
る
︒
な
お
︑

郵
送
に
よ
る
申
請
は
一
切
認

め
ら
れ
な
い
︒

　

ま
た
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
申
請
書
を
作
成

し
た
場
合
で
も
︑
必
ず
地
方

実
施
機
関（
都
道
府
県
ト
協
）

の
窓
口
に
申
請
書
類
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
︑
注

意
さ
れ
た
い
︒

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
事

業
所
は
︑
①
安
全
性
に
対
す

る
法
令
の
遵
守
状
況
②
事
故

や
違
反
の
状
況
③
安
全
性
に

対
す
る
取
組
の
積
極
性
︱
︱

の
３
項
目
に
つ
い
て
安
全
性

評
価
委
員
会
か
ら
評
価
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
︒
３
項
目

の
合
計
点
数
80
点
以
上
で
︑

各
評
価
項
目
に
お
い
て
設
け

ら
れ
て
い
る
基
準
点
数
を
ク

リ
ア
し
︑
そ
の
他
の
認
定
要

件
も
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
︑

﹁
安
全
性
優
良
事
業
所
﹂
と

し
て
認
定
さ
れ
る
︒
評
価
結

果
は
︑
各
申
請
事
業
所
に
対

し
て
12
月
中
旬
（
予
定
）
に

郵
送
に
て
通
知
さ
れ
る
︒

　

認
定
の
有
効
期
間
に
つ
い

て
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
︒

な
お
︑﹁
平
成
30
年
７
月
豪

雨
﹂
に
関
し
て
︑
２
０
１
８

年
度
に
取
ら
れ
た
特
例
措
置

に
よ
り
有
効
期
間
が
１
年
伸

長
さ
れ
た
事
業
所
は
︑
認
定

さ
れ
た
場
合
の
有
効
期
限
が

通
常
よ
り
１
年
短
縮
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
︒
今
年
度
の
更

新
対
象
事
業
所
に
対
し
て
は

更
新
案
内
通
知
を
郵
送
し
て

い
る
の
で
︑
更
新
を
希
望
す

る
事
業
所
は
︑
通
知
内
容
を

確
認
の
上
︑
忘
れ
ず
に
更
新

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
申
請
手
続
き
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
申

請
案
内
を
参
照
の
こ
と
︒

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化
事

業
実
施
機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
︑
こ
の
ほ
ど
２
０
１
９
年

度
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）﹂
実
施

概
要
を
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
の
開
始
か
ら
17
年
目
を
迎

え
︑
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
は
２
０
１
９
年
３
月
末

現
在
で
２
万
５
２
２
７
事
業
所
︑
認

定
率
は
29
・
５
％
と
な
っ
た
︒
Ｇ
マ

ー
ク
認
定
事
業
所
数
の
拡
大
に
伴
い
︑

荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者
に
対
し
て

高
い
安
全
性
を
示
す
Ｇ
マ
ー
ク
の
さ

ら
な
る
認
知
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ

て
い
る
︒

2013 2015 201820112009200720052003

2013 2015 201820112009200720052003 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

認定事業所の車両台数の推移
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 表１    認定事業所数および認定事業所の車両台数の推移

 図１    申請から認定までの流れ

 図２

 表２    安全性優良事業所の有効期間
新規・更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間
新規認定事業所 2020 年１月１日〜 2021 年 12 月 31 日（２年間）
初回更新事業所 29***** 2020 年１月１日〜 2022 年 12 月 31 日（３年間）

２回目更新事業所 28*****（１）

2020 年１月１日〜 2023 年 12 月 31 日（４年間）
３回目更新事業所 27*****（２）
４回目更新事業所 27*****（３）
５回目更新事業所 27*****（４）

※「現在の認定証番号」欄の「*」は各事業所に割り振られた数字をさします。

＜平成 30 年７月豪雨の被災事業者に係る特例措置への対応＞
更新の種別 現在の認定証番号 今回の認定による有効期間

初回更新事業所 28***** 2020 年１月１日〜 2021 年 12 月 31 日（２年間）
２回目更新事業所 27*****（１）

2020 年１月１日〜 2022 年 12 月 31 日（３年間）３回目更新事業所 26*****（２）
４回目更新事業所 26*****（３）

※ 2018 年度の特例措置より有効期間を１年伸長した事業所については、認定された場合の有効期限を通
常より１年短縮します。「現在の認定証番号」欄の「*」は各事業所に割り振られた数字をさします。

認
定
事
業
所
数
が
年
々
増
加

事
業
所
数
で
約
３
割
、車
両
数
で
約
５
割

と
な
る
︒

Ｇ
マ
ー
ク
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

ま
た
︑
安
全
性
優
良
事
業

所
に
対
し
て
は
︑
次
の
よ
う

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
与

さ
れ
る
︒

①
国
土
交
通
省
＝
違
反
点
数

の
消
去
︑Ｉ
Ｔ
点
呼
の
導
入
︑

点
呼
の
優
遇
︑
補
助
条
件
の

緩
和
︑
安
全
性
優
良
事
業
所

表
彰
︑
基
準
緩
和
自
動
車
の

有
効
期
間
の
延
長

②
全
ト
協
＝
助
成
の
優
遇

③
損
害
保
険
会
社
＝
保
険
料

の
割
引

　

安
全
性
優
良
事
業
所
は
全

ト
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

全
事
業
所
の
３
割
近
く
が
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に

認
定
事
業
所
に
は
様
々
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も

申
請
書
作
成
は
「
申
請
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」
で

「安全性優良事業所」認定のシンボルマークは、
高評価を得た事業所にのみ与えられる『安全性』
の証です。
『G』の由来はGood「良い」、Glory「繁栄」の
頭文字「G」を取ったものです。

次の3項目を点数化し評価

認定要件

1）上記①～③の評価点数の合計が80点以上
2）上記①～③の各評価項目において上記の基準点数以上
3）法に基づく認可申請、届出、報告事項が適正になされていること
4）社会保険等への加入が適正になされていること

安全性に対する
法令の遵守状況

・地方実施機関の巡回指導結果
・運輸安全マネジメント取組状況

事故や違反の状況 ・重大事故・行政処分の状況

安全性に対する
取組の積極性

①

②

③ ・安全対策会議の実施、運転者の
教育などの取組の自己申告事項

（事業所単位）申請事業者

（都道府県トラック協会）
地方実施機関

全国実施機関 
（全日本トラック協会）

評価項目

（配点40点）
（基準点数32点）

（基準点数21点）

（基準点数12点）

（配点40点）

（配点20点）

認定・公表

申請資格
要　　件

申請書、添付資料送付

事業開始後（運輸開始後）3年を経過していること、
配置する事業用自動車の数が５台以上であること等

 安全性評価委員会

安全性優良事業所

申　　請

安全性の高い事業所の証「Gマーク」
2019年度貨物自動車運送事業安全性評価事業の制度紹介
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大
島
倉
庫
運
輸
㈲
は
︑
群

馬
県
内
を
中
心
に
︑
モ
ッ
プ

や
マ
ッ
ト
な
ど
の
清
掃
用
品
︑

日
用
品
︑
ま
た
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
な
ど
の
配
送
を
行
っ
て
い

る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
が
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
に
動
き
出
し
た
の
は
︑

平
成
17
年
の
こ
と
で
あ
る
︒

そ
の
当
時
︑
同
社
で
は
安
全

や
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
強

化
を
図
っ
て
い
た
︒
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
︑
15
年

に
あ
る
荷
主
か
ら
言
わ
れ
た

﹁
運
送
会
社
と
し
て
︑
も
っ

と
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
﹂
と
い
う
言
葉
で

あ
っ
た
︒

　

群
馬
県
内
に
も
数
多
く
の

▽
荷
主
が
願
っ
た
﹁
さ
ら
な
る
安
全
性
向
上
﹂

期
待
に
応
え
る
べ
く
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
決
意

▽
﹁
勉
強
会
﹂
フ
ァ
イ
ル
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
財
産
に

奮
起
を
促
し
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
強
化

▽
長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
局
長
表
彰
を
受
賞

志
を
高
く
持
ち
安
全
輸
送
の
継
続
を
目
指
す

▽
自
分
で
考
え
る
契
機
と
な
る
﹁
改
善
﹂
研
究
会

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
た
﹁
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹂

運
送
会
社
が
存
在
し
て
お

り
︑
２
年
の
い
わ
ゆ
る
﹁
物

流
二
法
﹂
施
行
に
よ
り
運
送

会
社
間
の
競
争
が
激
化
し
て

い
た
︒
そ
う
し
た
中
で
︑
同

社
が
道
路
と
い
う
公
共
の
財

産
を
利
用
し
て
運
送
業
務
を

行
っ
て
い
る
運
送
会
社
と
し

て
︑
荷
主
や
地
域
社
会
か
ら

信
頼
を
勝
ち
取
り
︑
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
︑

安
全
対
策
や
環
境
対
策
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
っ
た
︒

　

荷
主
か
ら
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
︑
同
社
で
は
安
全
対

策
・
環
境
対
策
の
強
化
に
乗

り
出
し
た
︒
ま
ず
︑
16
年
10

月
に
社
員
に
対
し
て
環
境
対

策
の
強
化
を
宣
言
︒
17
年
３

月
に
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
を

取
得
し
た
︒
そ
れ
に
続
き
︑

安
全
対
策
の
強
化
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
︑
地
元
の
群
馬
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

に
関
す
る
説
明
会
の
案
内
が

あ
っ
た
︒
関
口
社
長
は
説
明

会
に
参
加
し
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の

有
用
性
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
︒
そ
し
て
︑
自
社
の
安
全

性
向
上
に
繋
げ
る
た
め
に
︑

関
口
社
長
は
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し

た
︒

　
﹁
当
社
で
は
当
時
︑
大
き

な
事
故
こ
そ
発
生
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
︑
自
損
事
故

な
ど
の
些
細
な
事
故
が
時
々

発
生
し
て
い
ま
し
た
︒
よ
り

信
頼
度
の
高
い
事
業
者
と
な

る
た
め
に
は
︑
事
故
を
撲
滅

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
︒

　

同
社
に
お
け
る
安
全
性
向

上
へ
の
取
り
組
み
は
︑
昭
和

60
年
に
先
代
社
長
で
あ
る
同

社
の
創
業
者
が
亡
く
な
り
︑

関
口
社
長
が
社
業
を
引
き
継

い
だ
頃
に
端
を
発
す
る
︒
そ

の
当
時
︑
社
内
の
管
理
体
制

は
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
と
い

う
︒
昭
和
55
年
に
は
︑
関
越

自
動
車
道
が
前
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
ま
で
開

通
し
た
こ
と
も
あ
り
︑
特
に

前
橋
Ｉ
Ｃ
か
ら
埼
玉
県
方
面

へ
と
関
越
自
動
車
道
を
走
行

す
る
運
行
で
車
両
の
速
度
超

過
が
み
ら
れ
た
と
と
も
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は
燃
費

改
善
へ
の
意
識
が
希
薄
だ
っ

た
︒

　

そ
こ
で
︑
関
口
社
長
は
車

両
に
タ
コ
メ
ー
タ
ー
を
設
置

し
︑
チ
ャ
ー
ト
紙
を
逐
一
確

認
し
て
各
車
両
の
運
行
時
の

ま
す
︒
営
業
所
の
安
全
性
の

高
さ
を
証
明
す
る
Ｇ
マ
ー
ク

を
取
得
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋

げ
る
こ
と
で
︑
こ
う
し
た
事

故
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い

き
た
い
と
考
え
︑
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
を
決
め
ま
し
た
﹂（
関

口
社
長
）

　

後
述
す
る
通
り
︑
同
社
で

は
既
に
安
全
性
向
上
に
資
す

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
︑
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
に
あ
た
っ
て
新
た
に
始

め
た
取
り
組
み
は
な
か
っ
た

と
い
う
︒
17
年
12
月
︑
同
社

本
社
営
業
所
は
Ｇ
マ
ー
ク
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

走
行
速
度
や
燃
費
値
な
ど
を

記
録
︒
そ
の
上
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
速
度
遵
守
・
燃
費
改

善
へ
の
意
識
を
植
え
付
け
る

た
め
に
︑﹁
速
度
超
過
の
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
︑

そ
の
報
奨
と
し
て
米
10
㌔
㌘

を
毎
月
進
呈
す
る
﹂
と
宣
言

し
た
︒そ
れ
を
き
っ
か
け
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
間
に
制
限
速

度
遵
守
の
動
き
が
一
気
に
広

が
っ
た
︒

　

走
行
速
度
を
控
え
め
に
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
余
裕
の
あ

る
運
転
操
作
が
可
能
と
な
る

と
と
も
に
︑
車
両
の
燃
費
向

上
に
も
繋
が
る
︒
現
在
で
も

同
報
奨
は
継
続
し
て
行
わ
れ

て
お
り
︑
い
ま
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
全
員
が
米
を
獲
得
し
て

い
る
と
い
う
︒
な
お
︑
制
限

速
度
遵
守
の
意
識
が
完
全
に

浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑

現
在
同
社
で
の
米
の
進
呈
は

年
２
回
と
な
っ
て
い
る
︒

　

そ
れ
に
続
き
︑
平
成
10
年

か
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め

て
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る

（
現
在
は
４
月
・
８
月
・
12

月
の
年
３
回
開
催
）︒

　

同
社
の
勉
強
会
で
は
︑
各

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
専
用
の

フ
ァ
イ
ル
を
使
用
さ
せ
て
い

る
︒
社
員
に
は
︑
入
社
時
に

フ
ァ
イ
ル
が
手
渡
さ
れ
る
︒

勉
強
会
に
出
席
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
そ
の
フ
ァ
イ
ル
に

勉
強
会
で
使
用
し
た
配
布
資

料
な
ど
を
綴
っ
て
い
き
︑
社

内
の
所
定
の
場
所
に
保
管
し

て
も
ら
う
︒
も
し
も
勉
強
会

で
学
ん
だ
内
容
を
振
り
返
り

た
い
時
に
は
︑
い
つ
で
も
自

分
の
フ
ァ
イ
ル
で
再
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
︑

安
全
知
識
の
定
着
に
繋
が
っ

て
い
る
と
い
う
︒
配
布
資
料

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
フ
ァ
イ

ル
は
︑
ま
さ
に
そ
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
﹁
財
産
﹂
で
あ
る
と

い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
︒
な

お
︑
勉
強
会
終
了
後
に
は
ド

ラ
イ
バ
ー
に
感
想
の
コ
メ
ン

ト
を
書
い
て
も
ら
い
︑
学
習

内
容
の
理
解
・
定
着
を
確
認

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

﹃
改
善
﹄研
究
会
を
通
じ
て
︑

事
故
防
止
に
向
け
て
様
々
な

観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

日
頃
の
運
行
の
中
で
危
険
を

感
じ
る
よ
う
な
場
面
に
出
会

っ
た
際
に
も
︑
よ
り
安
全
な

運
転
操
作
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
毎
年
年

度
末
の
３
月
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
次
年
度
の
安
全
輸
送

の
実
現
に
向
け
て
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
募
集
し
て
い
る
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
多
く
の
意

欲
作
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
︑

﹁
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
徹
底
を
通

じ
て
︑
さ
ら
な
る
安
全
へ
の

意
識
向
上
に
繋
げ
ら
れ
れ

ば
﹂
と
関
口
社
長
は
期
待
し

　

さ
て
︑
こ
の
勉
強
会
の
中

で
３
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
の
が
︑﹁
み
ん
な
で
﹃
改

善
﹄
研
究
会
﹂
で
あ
る
︒

　

こ
れ
は
︑
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
18
人
を
３
つ
の
班
（
各

６
人
）
に
分
け
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
︒
同
研
究
会
で

は
︑
毎
回
直
近
に
発
生
し
た

交
通
事
故
に
つ
い
て
１
つ
取

り
上
げ
（
左
図
）︑
そ
の
事

故
に
つ
い
て
﹁
な
ぜ
発
生
し

た
か
﹂﹁
ど
う
し
た
ら
防
げ

る
か
﹂
を
ド
ラ
イ
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
︑
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
意
見
を
ま
と
め
て
発
表

を
行
う
も
の
で
あ
る
︒

　
﹁
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で

い
く
﹃
改
善
﹄
研
究
会
を
始

め
て
か
ら
は
︑
全
て
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
前
向
き
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
︑
自
発
的
に

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
て

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
取
得
に
際
し
て
は
︑

勉
強
会
の
中
で
燃
費
管
理
の

重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
と
い
う
︒
関
口
社

長
は
勉
強
会
の
席
で
︑
担
当

ド
ラ
イ
バ
ー
の
名
前
を
隠
し

た
上
で
各
車
両
の
燃
費
値
を

書
き
出
し
た
表
を
見
せ
︑﹁
自

分
の
担
当
す
る
車
だ
と
思
う

と
こ
ろ
に
︑
自
分
の
名
前
を

書
い
て
く
だ
さ
い
﹂
と
促
し

た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
通
り

名
前
を
書
き
終
え
る
と
︑
関

口
社
長
は
隠
し
て
い
た
各
車

両
の
担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名

前
を
見
せ
た
︒
そ
こ
で
自
分

の
車
両
の
実
際
の
燃
費
値
を

て
い
る
︒
な
お
︑
新
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
︑﹁
お
こ
た
る

　

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
以
降
︑
同

社
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

意
識
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
環
境
対
策
と

安
全
対
策
の
強
化
を
図
る
た

め
に
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
と
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得
を
並

行
し
て
行
い
︑
取
得
後
も
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
︒
近
年

で
は
︑
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
荷
主
か
ら
ご
評
価

い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た
︒
当
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
も
︑﹃
自
分
た
ち
は

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
で
仕

事
を
し
て
い
る
﹄
と
い
う
誇

り
を
も
っ
て
︑
日
々
の
運
行

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
の
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
実
を
結
び
︑
29
年
に
は

関
東
運
輸
局
か
ら
︑
Ｇ
マ
ー

ク
を
10
年
連
続
取
得
し
て
い

る
等
の
き
わ
め
て
優
良
な
認

定
事
業
所
に
贈
ら
れ
る
地
方

知
る
と
と
も
に
︑
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
︑
自
ら
の
燃
費

改
善
へ
の
取
り
組
み
の
不
十

分
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
は
大
い
に
奮
起
︒
そ

れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

分
た
ち
で
担
当
車
両
の
燃
費

計
算
を
行
い
︑
燃
費
改
善
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ

た
と
い
う
︒

　
﹁
実
際
の
燃
費
を
伝
え
た

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
燃

費
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
励
行
が
安
全

運
転
に
も
繋
が
り
︑
事
故
防

止
の
面
で
大
き
な
効
果
が
出

て
い
ま
す
︒
５
年
ほ
ど
前
か

ら
は
︑
年
度
始
め
の
４
月
に

行
う
勉
強
会
で
前
年
度
の
燃

費
ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表
を
行

い
︑
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

な
！　

正
し
い
手
順
と
基
本

動
作
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

運
輸
局
長
表
彰
を
受
賞
す
る

に
至
っ
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
事
故
件
数

の
目
標
を
必
ず
﹃
ゼ
ロ
﹄
に

定
め
て
い
ま
す
︒
目
標
が
高

く
な
け
れ
ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
志
も
高
く
は
な
ら
ず
︑
そ

の
た
め
に
日
々
の
安
全
へ
の

取
り
組
み
が
疎
か
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
Ｇ
マ

ー
ク
運
輸
局
長
表
彰
を
頂
戴

し
た
当
社
と
し
て
は
︑
今
後

も
当
然
︑
事
故
件
数
﹃
ゼ
ロ
﹄

を
究
極
の
目
標
に
︑
安
全
輸

送
実
現
へ
の
努
力
を
継
続
的

に
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

２
０
１
９
年
度
の
﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
（
４

面
に
制
度
概
要
）︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
を
受
け
て
い
る
事
業
所
を
訪
問
し
︑
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
取
得
の
経
緯
や
安
全
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
︑
ま
た
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
の

メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
取
材
し
た
︒

　

今
回
は
︑
事
故
防
止
活
動
に
営
業
所
を

挙
げ
て
果
敢
に
挑
戦
を
続
け
︑
安
全
性
向

上
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
︑
平
成
29
年
度
に
Ｇ
マ
ー
ク
関
東
運
輸

局
長
表
彰
を
受
け
た
︑
群
馬
県
前
橋
市
の

大
島
倉
庫
運
輸
㈲
（
関
口
宣
男
代
表
取
締

役
）
本
社
営
業
所
を
紹
介
す
る
︒

Ｇマーク認定事業所紹介

特 集

関口　宣男
代表取締役

大島倉庫運輸㈲ 
［代表取締役　関口　宣男］

本　　社　群馬県前橋市下大島町573
設　　立　昭和46年4月9日
資  本  金　500万円
従業員数　21人（うちドライバー18人）
車  両  数　21台

会社概要

事
故
件
数
「
ゼ
ロ
」
を
究
極
の
目
標
に
安
全
対
策
を
深
化

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
誇
り
と
な
る
「
Ｇ
マ
ー
ク
」

大
島
倉
庫
運
輸
有
限
会
社
本
社
営
業
所
（
群
馬
県
前
橋
市
）

安全性向上への積極的な取り組みが評価され、平成29年度にGマーク関東運輸局長表
彰を受賞した同社

ドライバーに向けて安全
運行の大切さを訴える「ス
ローガン」

ドライバーの安全意識高揚に繋がる「勉強会」

﹁
改
善
﹂
研
究
会
で
は
、
近
年
の
事
故
事
例
を
取
り
上
げ
、
事
故
防
止
対
策
を

話
し
合
い
、
発
表
し
て
い
る
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デジタコで自動計算をして労働時間管理に万全な対策を！　e-Tacho®NETシリーズ

本体価格￥88,000～158,000本体価格￥88,000～158,000

☆就業時間明細書
　●所定外・深夜・休日残業　対応
☆就業時間明細書
　●所定外・深夜・休日残業　対応

☆拘束時間管理表
　●36協定設定可
☆拘束時間管理表
　●36協定設定可

◆LTE通信モジュール
◆非接触カードリーダー
◆Bluetooth®

☆時間給与計算書
　●法定割増賃金を自動計算
　●長距離等の時間給計算　対応

☆時間給与計算書
　●法定割増賃金を自動計算
　●長距離等の時間給計算　対応

トラクタの交換

①

②

③

④

⑤

⑥

4

デジタルタコグラフは法定三要素（速度、距離、時間）を記録するだけでなく、運転日報・稼働実績等
の帳票の自動作成も行えるので、労務管理を効率化します。加えて、最近は運転評価、燃費管理、エ
コ対策等を支援する機能も大幅に強化されており、運行管理の効率化や経費削減といった現実的なニー
ズに対応しています。

アナログタコグラフ装着義務づけ車
両のデジタコへのシフトに加えて、可
能であれば全車にデジタコを装着する
よう取り組みましょう。

デジタコと併せて、交通事故の防止
や、ドライバーの運転特性の把握に
役立つドライブレコーダーも導入しま
しょう。

　全日本トラック協会では、石井啓一国土交通大臣からの要請を受け、トラック運送業界における働き方
改革を推進するため、業界としての達成目標やこれを達成するための取り組み事項を取りまとめた「トラッ
ク運送業界の働き方改革実現に向けたアクションプラン」を平成 30年 3月に策定。今年 2月には、同アク
ションプランにおける取り組み事項をより具体的に解説した「トラック運送業界の働き方改革実現に向けた
アクションプラン（解説書）」を作成した。

　ここではシリーズ企画として、同アクションプラン（解説書）の概要について紹介していく。
　今回は、前号（4月 15日号）に掲載した「３　課題分野と改善方策（アウトライン）」の中で紹介した具
体的な改善対策の中の一部について、アクションプラン（概要版）からポイントを解説していく。
　なお、同アクションプラン（解説書・概要版）は全ト協ホームページよりダウンロードできる。運送事業
者におかれては、自社の働き方改革推進に役立てていただきたい。

「アクションプラン」特集

トラック運送業界の働き方改革実現を目指して
第
２
回

全
ト
協
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ほんのヒトコマ ［第41回］

その日を刻む…記念写真屋さんのいる観光地に行った人が正解？

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜追越し・追抜き編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	○（法第30条第3号）交差点（優先
道路を通行している場合を除く）、踏切、
横断歩道又は自転車横断帯及びこれら
の手前の側端から前に30メートル以内
の部分は、追越しが禁止されている。
❷	×（法第30条第1号）上り坂の頂上附
近や勾配の急な下り坂は追越しが禁止
されているが、勾配の急な上り坂につい
ては禁止されていない。
❸	○（法第38条第3項）横断歩道等及び
その手前の側端から前に30メートル以
内の道路の部分においては、追越し禁止
のほか、その前方を進行している他の車
両等（軽車両を除く）の側方を通過してそ

の前方に出てはならない（前方を進行し
ている他の車両等（軽車両を除く）の側
方を通過してその前方に出ることを「追
抜き」という）。
❹	○（教則第5章第6節	追越しなど1-(2)-
エ）後ろの車が自分の車を追い越そうと
しているときに追越しをするのは危険な
ので禁止されている。
❺	×（法第29条）後車は、前車が他の自
動車又はトロリーバスを追い越そうとし
ているときに、追越しを始めると二重追
越しとなるため禁止されているが、原動
機付自転車は自動車ではないので、二重
追越しには該当せず禁止されていない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①上り坂は速度が低下しやすいため、アクセルを踏
み込むなど意識して速度を維持する必要がありま
すが、自車は速度を維持していても、前車の速度
が落ちてくると、いつのまにか車間距離が短くなっ
て追突する危険が高まりますから注意が必要です。
②緩やかな上り坂は、上り坂だと気づかないことが
少なくありません。そのため、速度が低下している
ことに気づかないまま走行し、後続車も追突を避
けるために速度を落とす、その連鎖によって渋滞
が発生しやすい場所だといわれています。ここで
は前を走る観光バスのために前方の状況が確認
できませんが、渋滞が発生している可能性もあり、
それによって観光バスが減速する恐れがあります。
道路標識や看板等によく目を配り、上り坂を見落
とさないようにするとともに、上り坂を走行する時
は、スピードメーターを見て自車の速度が落ちて
いないか、前車との車間距離が短くなっていない
か、前方が渋滞していないかなどをよくチェックす
ることが大切です。
③上り坂でスピードの低下した前車との追突を避け
るために進路変更をする場合は、その前に必ず後

①上り坂で前車のスピードが低下すると、追突する危
険があります（図１）。

②緩やかな上り坂は渋滞が発生しやすい場所であり、
前車の前方が渋滞していて前車が減速すると追突
する危険があります（図２）。

③前車との追突を避けるために進路変更をしようと
すると、進路変更または追越しをしようとしている
後続車と衝突する危険があります（図３）。

　あなたは高速道路の上り坂にさしかか
りました。前方を観光バスが走行していま
す。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのよ
うな運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

図１

図２

図３

方の状況を確認し、この場面のように後続車
が進路変更または追越しをしようとしている
時は、進路変更をしないようにします。

４％

152「
卵
の
道
①
」 

袋
井
の
た
ま
ご
ふ
わ
ふ
わ

　

東
名
高
速
道
路
で
い
う

と
︑
袋
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
起
点
の
東
京
・
用
賀
か

ら
２
１
９
・
４
㌔
㍍
︒だ
が
︑

か
つ
て
の
東
海
道
五
十
三
次

で
は
︑
袋
井
は
ち
ょ
う
ど
真

ん
中
の
二
十
七
次
目
の
宿
場

に
あ
た
る
︒
上
り
下
り
︑
ど

ち
ら
に
も
折
り
返
し
点
だ
っ

た
こ
と
か
ら
︑
滋
養
が
あ
る

卵
料
理
が
名
物
に
な
っ
た
︒

　

そ
れ
が
﹁
た
ま
ご
ふ
わ
ふ

わ
﹂で
︑寛
永
３（
１
６
２
６
）

年
に
京
都
・
二
条
城
で
開
か

れ
た
将
軍
家
饗き

ょ
う
お
う応
料
理
の
献

立
表
に
あ
る
︒
ま
た
︑
大
阪

の
豪
商
・
升
屋
平
右
衛
門
が

文
化
10
（
１
８
１
３
）
年
に

記
し
た
﹁
仙
台
下
向
日
記
﹂

に
は
︑
袋
井
宿
・
大
田
脇
本

陣
の
朝
食
に
出
た
と
書
き
留

め
ら
れ
て
い
る
︒

直
に
守
り
続
け
︑
味
も
良
い

と
評
判
な
の
は
割
烹
﹁
と
り

や
茶
屋
﹂︒
店
主
・
松
下
善

行
さ
ん
に
よ
る
と
︑
卵
の
み

な
ら
ず
︑
県
産
地
産
の
食
材

だ
け
を
使
っ
て
︑
す
べ
て
の

料
理
を
つ
く
る
そ
う
だ
︒

　

で
は
︑﹁
た
ま
ご
ふ
わ
ふ

わ
﹂
を
つ
く
ろ
う
︒
卵
の
白

身
だ
け
を
泡
立
て
︑
卵
黄
を

混
ぜ
て
と
ろ
り
と
さ
せ
る
︒

い
て
か
ら
口
へ
は
こ
ぶ
︒
や
わ

ら
か
い
︑
ふ
わ
ふ
わ
だ
︒
や

が
て
︑
ふ
ん
わ
り
の
奥
か
ら

だ
し
の
う
ま
味
が
染
み
出
す
︒

つ
ま
り
︑
ふ
わ
ふ
わ
し
た
吸

い
物
な
の
で
あ
る
︒

　

な
お
︑新
鮮
な
卵
を
使
い
︑

必
ず
蒸
ら
す
の
が
松
下
さ
ん

流
で
︑
そ
う
で
な
い
と
卵
の

風
味
は
引
き
出
せ
な
い
そ
う

だ
︒ 

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

こ
の
記
録
が
袋
井
の
町
お

こ
し
の
種
に
な
っ
た
︒
10
年

ほ
ど
前
に
富
士
宮
市
で
行
わ

れ
た
Ｂ
︱
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
︑今
で
は
︑

袋
井
駅
前
に
は
料
理
名
を
大

き
く
書
い
た
幟の

ぼ
り

が
は
た
め

き
︑
観
光
協
会
に
は
提
供
店

マ
ッ
プ
が
置
い
て
あ
る
︒

　

な
か
で
も
︑
文
献
資
料
に

よ
る
レ
シ
ピ
を
厳
密
か
つ
実

あ
ら
か
じ
め
昆
布
と
か
つ
お

節
で
と
っ
た
だ
し
を
土
鍋
で

煮
立
て
て
お
き
︑
こ
の
中
に

卵
を
流
し
込
ん
で
︑
三
つ
葉

を
散
ら
し
︑
蓋
を
し
て
少
し

蒸
ら
す
︒
卵
が
盛
り
上
が
っ

て
き
た
ら
で
き
あ
が
り
︒

　

蓋
を
取
る
と
︑
卵
の
黄
色

に
三
つ
葉
の
緑
が
映
え
て
︑

何
と
も
美
し
い
︒
熱
々
を
さ

じ
で
す
く
い
︑
ふ
う
ふ
う
吹

　

平
成
30
年
（
速
報
値
）
の

職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
者
お
よ
び
休
業
４
日
以
上

の
業
務
上
疾
病
者
の
数
（
以

下
合
わ
せ
て
﹁
死
傷
者
数
﹂

と
い
う
）
は
１
１
２
８
人
と
︑

過
去
最
多
と
な
っ
た
︒

　

業
種
別
で
は
︑
死
亡
災
害

　

平
成
26
年
以
降
の
月
別
の

熱
中
症
の
死
傷
者
数
を
み
る

し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
５
月

・
６
月
で
も
熱
中
症
へ
の
油

断
は
禁
物
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
時
間
帯
別
の
死
傷

者
数
を
み
る
と
︑
11
時
台
お

よ
び
14
～
16
時
台
に
熱
中
症

に
よ
る
死
傷
者
が
多
く
発
生

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
日
中
の
作
業
終
了

後
に
帰
宅
し
て
か
ら
体
調
が

悪
化
し
︑
病
院
へ
搬
送
さ
れ

　

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

は
︑
図
１
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
︒
暑
さ
が

る
︒
な
お
︑
５
月
以
前
（
死

傷
者
数
71
人
）
や
６
月
（
同

１
５
８
人
︑
う
ち
死
亡
者
数

６
人
）
に
も
死
傷
者
が
発
生

の
約
３
割
が
建
設
業
で
発
生

（
10
人
）
し
た
ほ
か
︑
運
送

業
で
も
熱
中
症
で
４
人
が
死

亡
︒
ま
た
︑
運
送
業
に
お
け

る
30
年
の
熱
中
症
に
よ
る
死

傷
者
数
は
１
６
２
人
と
︑前
年

（
85
人
）
の
２
倍
近
く
に
達

し
た
︒

と
︑
全
体
の
９
割
弱
が
７
月

お
よ
び
８
月
に
発
生
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
︒

本
格
化
す
る
前
の
５
月
か

ら
︑
し
っ
か
り
対
策
を
取
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑梅
雨
明
け
を
迎
え
︑

暑
さ
が
一
気
に
厳
し
く
な
る

７
月
の
１
か
月
間
は
︑
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
﹁
重
点
取
組

期
間
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
図
２

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
︑

熱
中
症
に
対
し
て
厳
重
に
注

意
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
︒

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
︑
平
成

22
年
以
降
毎
年
全
国
で
10
人
以
上
に
の
ぼ
り
︑
４
日
以

上
仕
事
を
休
む
人
は
４
０
０
人
を
超
え
て
い
る
︒
夏
の

暑
さ
が
例
年
に
比
べ
て
厳
し
か
っ
た
30
年
は
︑
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は
29
人
︑
死
傷
者
数

は
１
１
２
８
人
に
達
し
て
お
り
︑
29
年
と
比
較
し
て
死

傷
者
数
・
死
亡
者
数
と
も
に
２
倍
以
上
に
増
加
し
た
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
労
働
災
害
防
止
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
︑﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
展
開
し
︑
職
場
で
の
熱
中
症
予
防
の
た

め
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒
５
月
１
日

か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
入
る
こ
と
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
お
い
て
も
熱
中
症
対
策
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

3
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
り
組
み

1
平
成
30
年
の
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災
害
の
発
生
状
況

2
月
・
時
間
帯
別
発
生
状
況

図１

図２

5月から「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」

平成30年の熱中症による死傷災害の発生状況
熱中症対策は万全ですか？（前編）

厚労省

出典：厚生労働省「STOP! 熱中症　クールワークキャンペーン」リーフレットより
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▼
昔
は
︑

現
代
の
よ

う
に
ス
マ

ホ
で
簡
単

に
会
話
や
メ
ー
ル
が
出
来
ず
︑
思

い
の
丈
を
記
す
﹁
手
紙
﹂
の
立
ち

位
置
は
重
要
で
し
た
︒
▼
昭
和
48

年
当
時
︑
私
は
３
大
コ
ミ
ッ
ク
の

﹃
少
年
マ
ガ
ジ
ン
﹄﹃
少
年
サ
ン

デ
ー
﹄﹃
少
年
キ
ン
グ
﹄
を
愛
読

し
て
い
ま
し
た
︒
漫
画
の
中
に

は
︑
憧
れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
存
在

し
︑
紙
面
の
中
で
痛
快
に
跋
扈
し

て
い
ま
し
た
︒
▼
そ
の
中
で
も
︑

唯
一
少
年
キ
ン
グ
に
は
﹁
文
通
コ

ー
ナ
ー
﹂
が
あ
り
︑
人
気
を
博
し

て
い
ま
し
た
︒全
国
各
地
か
ら﹁
同

学
年
の
男
女
と
の
交
流
を
望
む
﹂

な
ど
︑
毎
週
多
数
の
掲
載
が
あ
り

ま
し
た
︒
そ
の
中
の
一
文
に
惹
か

れ
︑
私
が
手
紙
を
出
し
た
相
手

は
︑
熊
本
県
に
住
む
女
学
生
で
し

た
︒
▼
数
年
手
紙
の
や
り
取
り
を

し
て
︑
１
度
２
人
の
中
間
に
位
置

す
る
神
戸
で
会
う
約
束
を
し
ま
し

た
が
︑
残
念
な
が
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
れ
以
後

は
︑
年
賀
状
の
や
り
取
り
に
終
始

し
て
い
ま
す
が
︑
平
成
28
年
４
月

に
発
生
し
た
﹁
熊
本
地
震
﹂
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
益
城
町
に
隣

接
す
る
町
が
︑
彼
女
の
住
む
生
家

で
し
た
︒
久
し
ぶ
り
に
手
紙
を
書

き
ま
し
た
が
︑﹁
住
居
は
半
壊
し

た
も
の
の
家
族
は
無
事
﹂
と
の
こ

と
で
安
堵
し
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑

出
張
で
熊
本
県
を
訪
れ
る
機
会
が

あ
り
︑
空
港
か
ら
車
で
市
内
に
移

動
す
る
途
中
に
被
災
地
の
益
城
町

を
通
り
ま
し
た
が
︑
改
め
て
被
害

の
大
き
さ
に
驚
愕
し
ま
し
た
︒
▼

今
年
も
︑
元
旦
か
ら
多
く
の
近
況

が
記
さ
れ
た
年
賀
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
︑
中
に
は
も
う
何
年
も

何
十
年
も
お
会
い
し
て
い
な
い
人

達
が
い
ま
す
︒
あ
る
年
賀
状
に
は

﹁
こ
の
賀
状
を
も
っ
て
︙
︙
﹂
と

い
う
惜
別
の
ご
挨
拶
を
含
む
も
の

も
あ
り
ま
し
た
︒
文
通
の
女
性
と

は
こ
の
先
も
お
会
い
す
る
機
会
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
︑
年
に
１
回

の
便
り
と
も
い
え
る
年
賀
状
が
届

け
ば
幸
い
で
す
︒
▼
こ
の
人
生
︑

一
体
何
人
と
出
会
い
︑
そ
し
て

徐
々
に
お
別
れ
を
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
︒﹁
人

は
世
に
つ
れ
︑
世
は
人
に
つ
れ
﹂

と
︑
そ
の
時
々
の
世
相
︑
時
代
の

変
革
に
人
の
思
い
も
翻
弄
さ
れ
つ

つ
︑
気
持
ち
も
新
た
に
な
り
ま
す

が
︑
去
り
行
く
時
代
の
思
い
出

は
︑
胸
に
深
く
刻
ま
れ
ま
す
︒
▼

振
り
返
れ
ば
︑
そ
の
人
と
出
会
っ

た
か
ら
こ
そ
多
く
の
喜
び
を
得
た

の
で
し
ょ
う
が
︑﹁
会
者
定
離
﹂（
え

し
ゃ
じ
ょ
う
り
）︑
会
う
は
別
れ

の
始
め
の
如
く
︑
嬉
し
さ
︑
悲
し

さ
は
︑
い
つ
の
世
に
も
常
に
あ
る

現
実
で
あ
り
︑
切
な
い
思
い
を
感

じ
る
ば
か
り
で
す
︒
▼
５
月
１
日

か
ら
新
し
い
元
号
﹁
令
和
﹂
が
始

ま
り
ま
す
︒
新
た
な
人
達
と
の
出

会
い
に
︑
今
か
ら
期
待
に
胸
が
膨

ら
む
ば
か
り
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

160

れ
か
ら
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
教
育
や
健
康
対
策
︑
そ
し

て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
対

策
な
ど
︑﹃
人
﹄
へ
の
投
資
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
﹂と
︑

髙
梨
社
長
は
語
る
︒
こ
の
４

月
か
ら
は
新
た
に
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
︑
例
え
ば
ケ
ガ
の

補
償
や
災
害
防
止
サ
ー
ビ
ス

に
加
入
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

福
利
厚
生
の
強
化
に
繋
げ
て

い
る
と
い
う
︒

　
﹁
運
送
会
社
と
し
て
は
積

極
的
に
交
渉
を
進
め
て
適
正

運
賃
・
料
金
を
収
受
し
︑
そ

れ
を
原
資
と
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
労
働
条
件

改
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
︑
新
し
い
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
す
ら
難

し
く
な
っ
て
き
ま
す
︒
全
て

の
運
送
事
業
者
が
荷
主
等
に

対
し
て
声
を
上
げ
︑
交
渉
を

積
み
重
ね
︑
改
善
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
︑
我
が
国

の
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
何
よ
り
も

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
﹂（
同
）

コラム

　
﹁
交
渉
を
重
ね
て
も
︑
運
賃

・
料
金
や
拘
束
時
間
等
が
な

か
な
か
改
善
で
き
な
い
荷
主

に
対
し
て
は
︑
運
送
会
社
と

し
て
﹃
改
善
で
き
な
い
な
ら

仕
事
は
で
き
な
い
﹄
と
し
っ

か
り
意
見
を
言
う
こ
と
が
大

事
で
す
︒
自
社
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
と
な
ら
な
い
よ
う
な
運

行
か
ら
は
潔
く
撤
退
し
︑
適

正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受
が

可
能
な
︑
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
の
改
善
に
繋

が
る
よ
う
な
仕
事
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

自
社
の
中
で
大
き
な
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
た
荷
主
と
の

取
引
が
消
失
し
︑
屋
台
骨
が

揺
ら
い
だ
同
社
の
経
営
︒
髙

梨
社
長
を
は
じ
め
と
し
た
同

社
社
員
の
懸
命
な
努
力
の
結

果
︑
危
機
的
な
経
営
状
況
を

脱
し
た
こ
と
を
受
け
︑
同
社

で
は
少
し
ず
つ
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
遇
改
善
に
資
す
る
取
り

組
み
を
再
開
さ
せ
て
い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
も
同
社
で
は
︑

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
や
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
な
ど
︑
安

全
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
て
い
た
︒
し
か
し
︑﹁
こ

「取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン」を活用しましょう

　

髙
梨
運
送
は
︑
昭
和
29
年

４
月
に
神
奈
川
県
川
崎
市
で

産
声
を
上
げ
た
運
送
会
社
で

あ
る
︒
か
つ
て
︑
同
社
は
半

　

と
こ
ろ
で
︑
我
が
国
の
半

導
体
産
業
は
︑
21
世
紀
に
入

る
と
韓
国
や
台
湾
な
ど
に
シ

ェ
ア
を
徐
々
に
奪
わ
れ
︑
衰

退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
︒
同
社
が
化
学

薬
品
を
納
入
す
る
半
導
体
メ

ー
カ
ー
の
業
績
も
そ
れ
ま
で

と
は
一
転
し
て
伸
び
悩
み
︑

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
同

社
の
輸
送
す
る
荷
物
量
も
減

少
し
て
い
っ
た
︒
さ
ら
に
︑

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

導
体
用
の
化
学
薬
品
の
輸
送

を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
い

た
︒
同
社
が
輸
送
し
て
い
た

化
学
薬
品
を
製
造
し
て
い
た

荷
主
は
︑
同
社
に
と
っ
て
は

最
初
の
荷
主
だ
っ
た
と
い
う
︒

こ
の
荷
主
か
ら
は
︑
適
切
に

運
賃
・
料
金
を
収
受
で
き
て

い
た
こ
と
も
あ
り
︑
同
社
の

経
営
は
比
較
的
順
調
に
推
移

本
大
震
災
に
よ
っ
て
半
導
体

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断

さ
れ
た
こ
と
も
︑
我
が
国
の

半
導
体
産
業
に
と
っ
て
大
き

な
悪
影
響
を
与
え
た
︒
そ
う

し
た
半
導
体
産
業
の
深
刻
な

低
迷
に
よ
り
︑
同
社
と
そ
の

荷
主
と
の
取
引
は
震
災
発
生

後
３
年
ほ
ど
の
間
に
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

半
導
体
用
の
化
学
薬
品
輸

送
の
仕
事
が
次
第
に
少
な
く

な
る
中
で
︑髙
梨
社
長
は
﹁
何

し
た
と
い
う
︒
な
お
︑
川
崎

市
に
は
古
く
か
ら
こ
の
荷
主

の
工
場
が
あ
っ
た
が
︑
こ
の

荷
主
が
同
県
寒
川
町
に
工
場

を
設
け
た
こ
と
か
ら
︑
同
社

で
も
寒
川
営
業
所
を
設
置
し

て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善

の
状
況
を
み
て
み
た
い
︒
20

年
ほ
ど
前
︑
同
社
の
車
両
所

有
台
数
は
12
台
程
度
で
あ
っ

た
︒
同
社
の
３
代
目
社
長
で

あ
る
髙
梨
信
広
氏
は
︑﹁
会

と
か
し
て
自
社
の
経
営
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
︑
交
流
の
あ
っ
た
他

の
運
送
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
頼
り
に
︑
様
々
な
仕

事
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

し
か
し
︑
そ
う
し
た
仕
事
の

多
く
が
適
正
運
賃
で
は
な
く

安
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
︑

同
社
は
利
益
が
計
上
で
き
な

い
状
況
に
陥
っ
た
︒
こ
う
し

た
危
機
的
状
況
が
続
く
中
︑

髙
梨
社
長
は
次
第
に
﹁
会
社

を
畳
も
う
﹂
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
︒

　

し
か
し
︑
今
か
ら
４
年
ほ

ど
前
の
あ
る
日
︑
別
の
会
社

に
勤
め
て
い
た
髙
梨
社
長
の

息
子
が
︑﹁
う
ち
の
会
社
に

移
っ
て
︑
仕
事
が
し
た
い
﹂

と
髙
梨
社
長
に
伝
え
た
の
で

あ
る
︒
髙
梨
社
長
は
息
子
の

思
い
を
聞
く
と
︑﹁
息
子
に
こ

の
会
社
で
仕
事
を
続
け
て
も

ら
う
た
め
に
は
︑
私
が
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

決
意
︒
気
持
ち
を
切
り
替
え

て
︑
新
規
荷
主
の
開
拓
に
取

り
か
か
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
︒

　

同
社
が
輸
送
し
て
い
る
中

に
︑
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
下
請

の
仕
事
が
あ
っ
た
︒
こ
の
飲

料
輸
送
は
荷
待
ち
時
間
が
長

く
︑
１
日
当
た
り
の
荷
待
ち

時
間
が
５
時
間
を
超
え
る
こ

と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
と

い
た
も
の
の
︑
毎
年
給
料
を

昇
給
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
経

済
的
余
裕
は
な
か
っ
た
︒
そ

の
当
時
の
給
与
体
系
を
み
る

と
︑
同
社
に
入
社
し
た
若
手

ド
ラ
イ
バ
ー
は
２
㌧
車
に
乗

務
し
︑
そ
の
後
年
齢
を
重
ね

る
に
連
れ
て
４
㌧
車
︑
そ
し

て
大
型
車
へ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
重
ね
︑
そ
れ
と
と
も
に
昇

給
し
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い

た
︒
そ
の
た
め
︑
２
㌧
車
に

乗
務
す
る
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

の
給
与
は
な
か
な
か
上
が
ら

ず
︑
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
は
次

第
に
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
髙
梨
社
長
は
︑
そ

れ
ま
で
の
給
与
体
系
を
変
え

る
た
め
の
方
策
に
打
っ
て
出

た
︒
そ
れ
は
︑
荷
主
に
対
し

て
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
評
価
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
を
行

っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
と
若
手
ド
ラ
イ

バ
ー
と
で
は
︑
基
本
的
に
従

事
し
て
い
る
業
務
の
内
容
は

同
じ
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
ア

ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
た
荷
主

か
ら
の
評
価
は
︑
真
摯
に
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
た
若
手

機
へ
の
理
解
が
徐
々
に
進
ん

で
き
て
お
り
︑
以
前
よ
り
も

要
望
を
聞
い
て
も
ら
え
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
今
が

　

深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

を
背
景
に
︑
荷
主
等
と
の
交

渉
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る

状
況
の
中
で
︑
同
社
で
も
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
着

々
と
進
め
て
き
た
︒
29
年
11

月
の
標
準
貨
物
自
動
車
運
送

約
款
改
定
の
際
に
も
︑
同
社

で
は
い
ち
早
く
新
運
賃
・
料

金
を
取
り
決
め
︑
変
更
届
出

を
地
元
運
輸
局
に
提
出
し
て

い
る
︒

　

こ
の
１
︑
２
年
︑
同
社
で

は
荷
主
等
と
の
運
賃
・
料
金

交
渉
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
︒
そ
の
中
で
︑
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
を
実
現
で
き
た

荷
主
が
あ
っ
た
一
方
で
︑
改

善
の
み
ら
れ
な
い
荷
主
等
か

ら
は
撤
退
し
︑
少
し
で
も
輸

送
環
境
の
良
い
仕
事
に
切
り

替
え
て
い
く
こ
と
で
︑
同
社

の
利
益
確
保
に
繋
げ
て
い
る
︒

先
に
紹
介
し
た
飲
料
輸
送
で

は
︑
以
前
は
同
社
か
ら
車
両

５
台
を
運
行
さ
せ
て
い
た
も

の
の
︑
荷
待
ち
時
間
の
削
減

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
ベ
テ
ラ

ン
ド
ラ
イ
バ
ー
よ
り
も
評
価

が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ

こ
で
髙
梨
社
長
は
︑
荷
主
か

ら
の
評
価
に
応
じ
て
若
手
ド

ラ
イ
バ
ー
の
給
与
を
上
げ
る

と
と
も
に
︑
特
に
高
評
価
を

得
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
奨
励
金
を
支
給
す
る

よ
う
に
し
た
︒

　

そ
の
頃
の
若
手
ド
ラ
イ
バ

ー
の
中
に
は
︑
現
在
で
も
同

社
の
主
力
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
︑
入
社
以
来
20
年
以
上
頑

張
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
い

う
︒
当
時
若
手
だ
っ
た
彼
は
︑

仕
事
の
内
容
が
的
確
に
評
価

さ
れ
た
こ
と
で
︑
仕
事
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
︑

同
社
で
長
年
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
︒
も
ち
ろ
ん
︑

当
時
の
同
社
の
経
営
的
に
大

き
な
不
安
要
素
が
な
く
︑
若

手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
だ
け
の
﹁
給
与
ア

ッ
プ
﹂
に
踏
み
切
れ
た
こ
と

が
︑
彼
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
︑
そ
し
て
長
期
継
続
勤

務
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
︒

ま
さ
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
改
善
を
実
現
さ
せ
る

契
機
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
髙
梨
社
長
）

や
運
賃
・
料
金
収
受
の
面
な

ど
で
改
善
の
度
合
い
が
芳
し

く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑

現
在
は
５
台
か
ら
２
台
に
減

車
し
て
対
応
し
て
い
る
と
い

う
︒
ま
た
︑
そ
れ
ま
で
は
日

曜
日
に
も
同
社
の
車
両
を
運

行
さ
せ
て
い
た
が
︑﹁
日
曜
日

の
運
行
を
と
り
や
め
る
な
ど

し
て
労
働
環
境
や
働
き
方
改

革
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
﹂
と
の
髙
梨
社
長
の
意
向

も
あ
り
︑
交
渉
の
結
果
︑
日

曜
日
の
運
行
か
ら
撤
退
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒

社
を
も
う
少
し
大
き
く
し
た

い
﹂
と
い
う
夢
を
当
時
も
っ

て
い
た
︒
運
送
会
社
を
成
長

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
獲
得
や
車
両
導
入

へ
の
先
行
投
資
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
︒
日
本
の
半
導
体

は
１
９
８
０
年
代
後
半
以
降

生
産
量
が
急
激
に
拡
大
し
て

い
た
︒
そ
の
一
方
で
︑
当
時

は
バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
︑

経
済
が
低
迷
し
て
い
た
時
代

で
も
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑

規
模
拡
大
の
た
め
の
先
行
投

資
を
決
断
す
る
こ
と
は
同
社

に
と
っ
て
は
難
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
︒

　

そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ

た
も
の
の
︑
同
社
に
は
数
人

の
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
社

し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
同
社

の
経
営
は
比
較
的
安
定
し
て

い
う
︒
こ
の
仕
事
で
は
︑
待

機
時
間
料
を
収
受
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
︑
拘

束
時
間
が
長
い
一
方
で
︑
同

社
が
適
正
な
利
益
を
確
保
で

き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状

態
で
あ
っ
た
︒

　

同
社
で
は
︑
飲
料
や
食
品

物
流
会
社
と
の
安
全
会
議
を

定
期
的
に
設
け
て
お
り
︑
以

前
か
ら
荷
待
ち
時
間
の
短
縮

や
運
送
以
外
の
役
務
に
関
す

る
料
金
の
収
受
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
担
当
者
に
説
明

し
て
き
て
い
た
︒
し
か
し
︑

荷
待
ち
や
附
帯
業
務
等
へ
の

理
解
に
乏
し
い
担
当
者
も
少

な
く
な
く
︑
的
確
に
荷
主
側

の
経
営
者
層
に
伝
わ
ら
な
い

た
め
に
︑
こ
う
し
た
同
社
か

ら
の
要
望
が
反
映
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
と
い
う
︒

　

こ
う
し
た
状
況
が
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
た
の
は
︑
こ
の

１
︑
２
年
の
こ
と
だ
と
髙
梨

社
長
は
振
り
返
る
︒

　
﹁
何
社
も
下
請
の
運
送
会

社
が
入
っ
て
い
る
中
で
︑
当

社
だ
け
輸
送
環
境
の
改
善
や

附
帯
業
務
料
金
の
話
を
し
て

も
荷
主
や
元
請
の
運
送
会
社

に
聞
い
て
も
ら
え
る
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
近

年
人
材
不
足
と
ド
ラ
イ
バ
ー

の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た
こ

と
で
︑
荷
主
等
に
も
物
流
危

髙
梨
運
送
株
式
会
社
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　厚生労働省と国土交通省、全日本トラック協会では、「荷主と運送事
業者の協力による取引環境と長時間労働の改善に向けたガイドライン」を
取りまとめました。
　同ガイドラインでは、まず①「取引環境と長時間労働の改善に向けた
取組みの進め方」について概観した上で、②実際の現場における「改

善に向けた取組みの類型と対応」について紹介しています。また、具体
的な取り組み内容について別冊「事例集」でまとめています。
　同ガイドラインを参考に、荷主と運送事業者が一緒になって、取引環境
と長時間労働の改善について考えてみてはいかがでしょうか（同ガイドライ
ンは、全ト協ホームページよりダウンロードすることができます）。

髙梨運送㈱
［代表取締役社長　髙梨 信広］

会社所在地	 神奈川県川崎市中原区市ノ坪 233
資本金	 1,200 万円
創　業	 昭和 29 年 4月
設　立	 昭和 34 年 5月
従業員数	 15 人（うちドライバー14 人）
車両数	 16 台

若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
向
上
図
る
た
め

荷
主
の
評
価
に
応
じ
た
給
与
制
度
を
導
入

「
改
善
で
き
な
い
な
ら
仕
事
は
で
き
な
い
」

交
渉
を
積
み
重
ね
福
利
厚
生
強
化
に
繋
げ
る

主
力
荷
主
の
撤
退
で
経
営
が
危
機
的
状
態
に

事
業
継
続
に
向
け
て
新
規
荷
主
獲
得
・
交
渉
へ

髙梨　信広
代表取締役社長

第
２
回

「
今
が
ま
さ
に
労
働
環
境
改
善
へ
の
好
機
」

労
働
条
件
底
上
げ
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
原

資
を
確
保
す
る
た
め
に
は
︑
適
正
な
原

価
計
算
に
基
づ
き
︑
全
て
の
事
業
者
が
再

生
産
可
能
な
運
賃
・
料
金
を
収
受
で
き

る
よ
う
︑
取
り
組
み
を
確
実
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
は
︑
適
正
運
賃
・

料
金
を
収
受
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
く
た
め
の

運
送
事
業
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑
シ

リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
神
奈
川
県
川
崎
市
の
髙
梨

運
送
㈱
（
髙
梨
信
広
代
表
取
締
役
社
長
）

に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

シリーズ企画「適正運賃・料金収受推進」特集
～ドライバーの労働条件改善実現を目指して～

半導体用の化学薬品輸送から、食品や菓子、飲料、雑貨などの輸送に転換を図った同
社。それとともに、労働条件改善への取り組みも推進している
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2 左折巻き込み事故ゼロをめざして 3 飲酒運転の根絶をめざして

全日本トラック協会では、「追突事故の防止」「交差点事故の防止」「飲酒運転の根絶」を
最重点推進項目として安全運行の確保に積極的に取り組みます。

追突死亡事故ゼロをめざして

5月11日　 ～土

20日 月 まで

1

春の全国交通安全運動

※死亡事故件数は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年

死亡事故の 33 交差点交差点割は割は

追突
68％

追突
68％

進路変更時衝突
13.4％

車両相互（その他）
6.0％

出会い頭衝突
0.1％

左折時衝突
0.3％

右折時衝突
0.1％

後退時衝突
1.2％

追越・追抜時衝突
6.3％

正面衝突
0.2％

 3.5％

人対車両（その他） 0.8％

横断中 0.0％

車両単独

車両相互 95.7％

車両単独 3.5％車両単独 3.5％ 人対車両 0.8％人対車両 0.8％

高速道路事故件数
1,377件
（平成29年）

高速道路事故件数
1,377件
（平成29年）

事業用トラックの高速道路における
事故類型別死傷事故件数の構成率（平成29年）

事業用トラックの高速道路における
事故類型別死傷事故件数の構成率（平成29年）

停車中の車両への
  追突が58%
停車中の車両への
  追突が58%

死亡事故件数
2５3件

（平成30年）
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49％
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24件
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40件
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16％ その他その他
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48件
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16件
6％交差点－対歩行者

交差点－対自転車

交差点－その他

事業用トラックの事故に占める追突事故の割合（平成29年）

追 突
37.5％
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人身事故件数
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出典：（公財）交通事故総合分析センター

全ト協策定「飲酒運転防止対策マニュアル」

http://www.jta.or.jp/yushi_jyosei/jyosei/brake19.html

http://www.jta.or.jp/yushi_jyosei/jyosei/anzen19.html

全ト協助成事業実施中
衝突被害軽減ブレーキ装着車への

8トン未満 の事業用トラックを対象車両総重量

(　　　　　　　　　   )左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上 の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車への

http://www.jta.or.jp/member/pf_kotsuanzen/inshuunten_boushi_1808.pdf


